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◆2008・2009 年度思春期ピアカウンセラー養成数◆ 

NO 

都道府県 

（実施自治体） 

平成 20 年度養成人数 平成 21 年度養成人数 

男 女 合 計 男 女 合 計 

1 北海道 1 9 10 2 11 13 

2 青森県 1 9 10 0 9 9 

3 秋田県 0 8 8 0 5 5 

4 岩手県 0 35 35 1 35 36 

5 山形県 0 16 16 0 10 10 

6 福島県 8 21 29 6 18 24 

7 栃木県 4 44 48 8 78 86 

8 群馬県 4 28 32 2 22 24 

9 埼玉県 0 0 0 0 11 11 

10 長野県 4 42 46 7 45 52 

11 静岡県 2 19 21 6 23 29 

12 奈良県 2 9 11 1 2 3 

13 兵庫県 4 49 53 5 30 35 

14 鳥取県 0 15 15 0 31 31 

15 岡山県 

      

6   14 20 0 2 2 

6 香川県 

     

2 21 23 3 21 24 

17 徳島県 0 0 0 0       4 4 

18 福岡県 0 7 7 0       4 4 

19 宮崎県 0 8 8 3 8 11 

20 熊本県 1 6 7 1 4 5 

21 鹿児島県 0 11 11 4 11 15 

22 U-COM 0 0 0 3 3 6 

 合   計 39 371 410 52 387 439 
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世界中が熱く燃えたワールドカップもスペインの優勝で幕を閉じました。皆様、いかがお

すごしでしょうか。今号では、2010 年に開催されました全国ピアカウンセラー大会の状況な

どをお届けいたします。 
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◆ 第４回ピアカウンセラー養成者認定・ブラッシュアップセミナー開催◆ 

 

平成 21 年 11 月 2・3 日に東京都新宿区の保健会館において、第４回ピアカウンセラー養

成者認定・ブラッシュアップセミナーが開催されました。新たに７名の認定講師が誕生し

ました。今回の認定で、本研究会認定講師は 42 名となりました。 

                            

 

 

 

 

秋たけなわの 11 月 2 日、3 日、1 泊 2 日のセミナーに参加しま

した。 

今回のセミナー参加者は認定希望者 7 人、ブラッシュアップ目的は私を含めて 2 人でし

た。1 期生の私にとって、ほとんどの人が初対面でしたが、全国各地からのお土産、暖かい

飲み物、みんなの笑顔に包まれて、すぐに緊張がほぐれ、居心地のいい空間になりました。 

静岡県のピアカウンセラー養成講座開催は今年で 6 回目となります。養成講座では自分

は養成者とはいえ、自分の力不足に落ち込んだり悩んだりしています。そこで、受講生の

立場にどっぷり浸って勉強させてもらおうと思い、今回のセミナーに参加しました。 

認定希望者の模擬授業は真剣で迫力のあるものでした。そして、認定希望者を支えてく

れるピアカウンセラーの力もまた素晴らしいものでした。7 人の認定希望の皆さん全員認定

おめでとうございます！ 

ピアカウンセラー養成という一つの目的に向かってスキルアップしたいと一生懸命努力

している自分達に感動を覚えました。 

やっぱり「ピアっていいな！」、パワーをもらった 2 日間でした。 

皆さんこれからもよろしくお願いします。 

 

 

 

◆第３回ピアカウンセリング全国大会開催◆ 

  

ひょうごピアの企画・運営で平成 22 年 3 月 27・28 日に神戸市垂水区の三洋電機研修セ

ンターで第３回ピアカウンセリング全国大会が開催されました。全国 12 都府県から 68 名

の思春期ピアカウンセラーと 13 名の思春期ピアカウンセラー養成者が集い、親睦を深め合

いました。今回は全国大会の様子、並びに参加者側と主催者側の学生の声をお届けします。 

 

第４回ピアカウンセラー養成者認定・ブラッシュ

アップセミナーに参加しました！ 

静岡県 光本惠子 
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◆第３回全国ピアカウンセリング大会に参加して◆ 

 

宮崎義之（ふくしま思春期ピアカウンセラー, 福島大学行政社会学部） 

福島から高速バスで片道 10 時間以上かけて参加した全国ピア in 神戸。窮屈な座席の旅

は心が折れそうになったものの、それに見合うだけの収穫がこの大会では得られたように

思う。 

私が会場に到着して最初に気になったのは、参加者の男

女の比率が予想以上に偏っていたところだ。参加者全体で

男子の数はわずか十数人といったところで、そのうちの四

人が福島ピアであった。また、看護系の学部に所属してい

る学生の圧倒的な多さにも驚いた。確かに福島ピアにも看

護系の学部の人は多いが、教育系や行政社会系、あるいは

理工系の学部の人なども積極的に活動に参加している。全国のピアっ子がそのような偏り

をもっているのは、活動の幅を広げるという点で考えれば少し勿体無いようにも感じた。 

ただ、他の地域の方々の立ち振舞いやプランの組み立て方は大変勉強になることが多か

った。その中で特にピックアップしておきたいのは司会進行の仕方だ。多くの人が司会の

間、台本をほとんど見ずにしっかりとフレンドリーな掛け合いができていて、感心しっぱ

なしだった。各地域の個性が最もよく表れていた部分だったようにも思う。 

全国ピアは総じてピアっ子同士が雑談をする時間が少なくて残念だったが、様々な共同

作業を通してお互いの意見の交換ができた。全国のピアっ子と交流するという貴重な体験

ができたことは一人の学生としても本当によかった。この貴重な体験をこれからの活動に

活かすのは勿論、新しく入ってくる後輩達にも脈々と伝えていきたいと思う。 

 

はるぴん、ぽて子（くまピア） 

 

全国ピアに初めて参加して、全国のピアっ子と交流を

深めたり、同性愛者である HIV 陽性者の方から直接話を

聞いたりすることで、多くのことを学ぶことができた。 

 まず、全国ピアっ子との交流では、全国でどのようなピア活動が行われているのかの情

報交換をすることができた。これまで熊本大学ピアでは、宮崎大学ピアとの交流しか行わ

れていなかったため、視野がせまい部分もあったが、全国各地の活動状況を見ることで、

私たちの活動にも取り入れたいと思えるような取り組みを知り、視野を広げることができ

た。 

 HIV 陽性者の話の方の話では、今まで HIV 陽性者の対する差別や偏見をなくそうという活

動に参加し、自分自身の中では差別や偏見を持っていないつもりであった。しかし、陽性

者を目の前にして、「普通に接しないといけない。」という意識があることに気がついた。

陽性者の方は、思っていた以上に自身のことを積極的に話しており、自己のセクシュアリ

ティの在り方を受け入れていらっしゃるように感じた。HIV 陽性者である自分だからこそで

きる活動にも積極的に取り組んでおり、生き生きとした姿を見ることで、私たちの中に隠
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されていた距離感のようなものを取る除くことができたように感じる。 

 今回の全国ピアで様々なことを学び、今後の活動の意欲にもつながったと思う。また、

全国ピアを通して出会った仲間と、一緒用意されたプログラムに参加したり、食事や宿泊

をともにしたり、ひとつの新しいプログラムを一緒に作り上げていく過程で、新たな出会

いと絆を得たことも大きな収穫であると感じる。 

 

◆第３回全国ピアカウンセリング大会を主催して◆ 

 

あずさ（ひょうごピア） 

 平成 22 年 3 月 27 日、28 日に第３回思春期ピア 

カウンセリング全国大会「探そうピアの宝物 まるでピアの宝箱や～」を開催し、北は

秋田から南は鹿児島まで 12 都府県から 68 名のピアっ子が神戸に集まってくれました。初

めはみんな緊張しているように見えましたが、セッションが始まるとすぐに打ち解け、さ

すがピアっ子だなと思いました。 

シンポジウムでは HIV 陽性者や、その支援グループの方、学校をあげてエイズ教育に取

り組んでおられる中学校教諭の方々から貴重なお話を伺うことができました。HIV 陽性者の

生の声を初めて聞いたというピアっ子も多く、実施後のアンケートには STI を身近に感じ

ることができた、考え方が変わったという意見がありました。 

シンポジウムを受けて、グループに分かれて実演準備をし、発表をしました。初めて出

会った他県のピアっ子の表現の仕方や、伝え方を知り、多くの刺激を受けました。また、

高村先生には世界におけるピア活動の実際についてお話をいただき、日本だけでなく、世

界中にピアっ子がいるということを知ることができました。全国ピアの会を通して、全国、

世界中にピアっ子がいるということを実感でき、今後の活動に対する意欲も高めることが

できた 2 日間になりました。 

この全国大会は多くの方々の協力により開催することができました。ご協力してくださ

った皆様ありがとうございました。私自身、全国大会の企画・運営に参加することができ

本当に良かったと思っています。多くの方々の協力があって私たちの活動が成り立ってい

るということ、支えてくれる、一緒に考えてくれるピアっ子仲間がいるから頑張れること

も実感しました。みんなありがとう！そして、遠いところから来てくれた全国のピアっ子

ありがとう！楽しかったね！短い時間やったけど、みんなとピアできてよかったよ～ほん

まにありがとう！次は東京で会えたらいいな♪ 
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＜編集後記＞ 

目まぐるしく変化する社会の動きに合わせて、本研究会でも今年度から思春期ピアカウンセラー並び

にピアカウンセラー養成者の養成プログラムをバージョンアップしました。ご質問等ありましたら、 

事務局にお問い合わせください。 

 

 

 


